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教 企 第 ２ ４ 号

令和４年５月２６日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

殿
各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

ユースシネマプロジェクトの開催について（通知）

このことについて、なら国際映画祭にて下記のとおり「ユースシネマプロジェクト」が開催

されますので、児童及び生徒の応募について特段の御配慮をお願いします。

記

１ プロジェクト名

なら国際映画祭（協力：奈良県・奈良県の映画文化再興実行委員会）

ユースシネマプロジェクト

２ 開催趣旨

子どもたちには豊かな感性と自由な発想があり、それらを形にして発表する場を創出するこ

と。答えのない問題を発見し、自己ないし他人と協力・共同して解決する力を養ってもらえる

ように、文化・芸術を通しての制作活動を実施すること。また、映画を通し世界の文化・芸術

と触れることにより、１３００年前の国際文化観光都市「奈良」だからこその魅力の再発見を

促し、国内に留まらない、国際感覚を有した体験を創出させ、奈良の魅力を世界に発信できる

逸材を輩出すること。

“ユースシネマプロジェクト” では、ユース世代を対象としたプログラムから構成されて

おり、映画を創る「ユース映画制作ワークショップ」、映画を観る「ユース映画審査員」を実

施することで、映画を通して、これからの未来を創るユースとともに新たな映画文化の魅力発

信を行う。

３ 各プロジェクト内容

Ⅰ ユース映画制作ワークショップ

Ⅰ－１．開催概要 延べ１週間の期間、古都文化「奈良」の地で、子どもたち（１３歳～

１８歳）が仲間たちと共に映画作りの出来る機会と空間を提供するこ
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と。さらには、その映画作品の上映機会を創出すること。

Ⅰ―２．開催場所 ホテル尾花、東大寺周辺、奈良公園、ならまち、きたまち、他

Ⅰ―３．開催日時 ２０２２年７月３１日（日）～８月７日（日）

※基本的な時間は各日９：３０～１７：００

※８月７日（日）完成試写会の日のみ２０：３０終了

Ⅰ―４．開催内容 ●前半３日間【７月３１日（日）～８月２日（火）】

◎ロケハン➡グループ化➡企画

ロケハンをしながら、スマートフォンや小型ハンディカムで

撮影。興味のある風景をフィックスで切り取る。（ロケ地と

の出会いも期待）数カットの中から一番、見続けていたい風

景を発表し、それが何故魅力的かを、みんなで考える。それ

を繰り返しながら、グループ化して、企画を練り上げていく。

登場人物を風景に配置するのではなく、画面からの期待を中

心に考える。

●お休み【８月３日（水）】

●中間２日間【８月４日（木）、８月５日（金）】

◎撮影

撮影は、同時録音が可能なシステムで行う。ドラマの常識に

とらわれない撮影方法も検討する。

●後半２日間【８月６日（土）、８月７日（日）】

◎編集➡完成試写会

７日夕方までに完成させて、完成試写会（保護者参加）

※２０２２年度のなら国際映画祭（９月開催）の際に、ワークショッ

プ３作品上映とメイキング映像の上映を実施

Ⅰ－５．対象者１３～１８歳 定員１８名（３チーム制）

※同年齢の場合、海外からの参加も可能。（英語通訳を準備可）

Ⅰ－６．参加費２７，５００ 円（税込）（２５，０００ 円（税別））

※参加者にはメイキング映像と作品のDVD をプレゼント

Ⅰ－７．申込み期間 〆切：６月３０日（木）

Ⅱ ユース映画審査員

Ⅱ－１．開催概要 世界の映画祭とプログラム連携し、短編部門・長編部門に分かれて

映画の審査を行う。長編部門は、「ベルリン国際映画祭」推薦の５作
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品 、短編部門は、「ショートショートフィルムフェスティバル＆アジ

ア」推薦の短編映画５作品を子ども達だけで審査を行い、クロージン

グセレモニーでユース審査員による各部門の最優秀作品の発表を

行う。

Ⅱ－２．開催場所 東大寺・金鐘ホール

Ⅱ－３．開催日時 ２０２２年９月１７日（土）～９月１９日（月・祝）

Ⅱ－４．開催内容 ❶長編作品観賞日：９月１７・１８・１９日１０時～２０時の間

合計５本（１本２時間以内）

➋短編作品観賞日：９月１８ or １９日１０時～２０時の間

合計 5 本（１本３０分以内）

*長編、短編共に、日本語字幕付海外作品です

●審査会＆発表：９月１９日（月・祝）

Ⅱ－５．対象者１３～１８歳 定員１０名（短編１チーム・長編１チーム制）

※同年齢の場合、海外からの参加も可能。（英語通訳を準備可）

Ⅱ－６．参加費無料

Ⅱ－７．申込み期間 〆切：６月３０日（木）
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教 職 第 ７ 号 の ４ ２

令和４年５月２６日

各市町村教委教育長

殿

各 学 校 （ 園 ） 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習の

実施について（通知）

このことについて、下記により実施しますので、教職員にお知らせいただきますようお願いし

ます。

記

１ 目 的

教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）の規定に基づき、教職員に対し免許状取得に

必要な単位を修得する機会を与え、ひいては教職員の資質の向上を図ることを目的とする。

２ 講習会場

奈良教育大学（奈良市高畑町）

３ 講習期間

第１講座 令和４年９月１７日（土）、９月１８日（日）

第２講座 令和４年９月２４日（土）、９月２５日（日）

４ 受講資格

(１) 幼稚園、小学校又は中学校教諭の１種免許状を取得する場合

幼稚園、小学校又は中学校教諭の２種免許状を有し、現在幼稚園、小学校又は中学校

（特別支援学校の幼稚部、小学部、中学部、義務教育学校及び中等教育学校の前期課程

を含む。）に勤務している教員

(２) 特別支援学校教諭１・２種免許状を取得する場合

ア 幼稚園、小学校、中学校又は高等学校教諭の免許状を有し、現在学校に勤務している教

員（２種免許状を取得する場合）
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イ 特別支援学校教諭２種免許状を取得した後、免許状の当該学校に勤務している教員

(３) 養護教諭１・２種免許状を取得する場合

養護教諭２種又は養護助教諭免許状を有し、現在学校に勤務している養護教員

(４) 栄養教諭１・２種免許状を取得する場合

栄養教諭２種免許状を有し、現在学校等に勤務している栄養教諭

管理栄養士又は栄養士の免許状を有し、現在学校等に勤務している学校栄養職員

５ 対象免許状及び受講定員

免 許 状 の 種 類 講座１ 講座２

幼 稚 園 教 諭 １ 種 教 職

小 学 校 教 諭 １ 種 教 職

中 学 校 教 諭 １ 種 教 職

特別支援学校教諭１・２種 特別支援教育

養 護 教 諭 １ ・ ２ 種 教 職

栄 養 教 諭 １ ・ ２ 種 教 職

受 講 定 員 ２５人 ２５人

６ 講習日程、時間、科目及び講師等

講座番号 日 程 講習時間 講習科目 講 師

９月１７日（土） 9:00～17:00 教 教育社会学 奈良教育大学

１
９月１８日（日） 9:00～17:00 （第３欄） 准教授

職 粕谷 圭佑

特 奈良教育大学

９月２４日（土） 9:00～17:00 別 特別支援教育基礎論

２
支

教授

９月２５日（日） 9:00～17:00 援 （第１欄）
越野 和之

教 准教授

育 林 喜子

７ 単 位

修得単位は各科目とも１単位とし、定められた授業時数を出席し、試験その他による成績審

査に合格した者に授与する。
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８ 受 講 料

徴収しない。ただし、受講に要するテキスト代及び教材費等は受講者の負担とする。

９ 受講申込み

申込みは、郵送により行うこと。

（１） 受講申込手続き

受講希望者は、次の書類を提出すること。

ア 令和４年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習受講申込書（別記様式１）

イ 令和４年度奈良県教育委員会教育職員免許法認定講習受講通知書（別記様式２）

ウ 返信用封筒 － 長形３号（12㎝×23.5㎝）糊付き封筒に８４円切手を貼り、宛先

を明記

（２） 申込期限

令和４年６月２４日（金）消印有効

（３） 申込先

〒630-8502 奈良県教育委員会事務局 教職員課 免許管理係

表に「認定講習申込書在中」と明記すること。

TEL ０７４２－２７－９８０５

10 受講者の決定

（１） 受講希望者が定員を超える場合は、現在教諭の職にある者を優先し、在職年数・既修単

位数等を考慮し受講者を決定する。

取得希望免許状に関して認定講習等で既に修得した単位がある場合は、別記様式１に必

ず記 載してください。

（２） 特別支援教育に関する科目については、現在特別支援学校の教諭の職にある者を優先す

る。

11 その他

（１）この講習に関する内容は免許法認定講習として文部科学省に認定申請予定の内容であり、

審査の結果、変更があり得る。その際は、後日連絡する。

（２） 特別警報、新型コロナウイルス感染症対応等に伴う講座の取扱い他、必要事項について

は、受講通知の際に連絡する。

（３） 新型コロナウイルス感染症の拡大状況や受講希望者が少ない場合は、講習を中止する場

合がある。

（４） 新型コロナウイルス感染症の拡大状況により講習会場を変更する場合がある。

（５） 受講決定者は講習日２週間前から、検温、健康観察を行い、所定の用紙に記載の上講習

当日提出すること。用紙については、受講決定者に後日連絡する。
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（別紙）

上級免許状取得のための最低修得単位数

１ 小学校・中学校１種免許状

２種免許状での実務年数が１２年以上（４年制大学卒業等の場合は、６年以上）の場合

※ 中学校は各教科の２種免許状での実務年数

教 科 教 職 教科又は教職 合 計

小学校１種 １単位 ７単位 ２単位 １０単位

中学校１種 ３単位 ５単位 ２単位 １０単位

２ 養護教諭１・２種免許状

(１) 養護教諭１種免許状･･･２種免許状での実務年数が５年以上の場合

(２) 養護教諭２種免許状･･･臨時免許状での実務年数が１０年以上の場合

養 護 教 職 養護又は教職 合 計

養護教諭１種 ４単位 ４単位 ２単位 １０単位

養護教諭２種 ４単位 ４単位 ２単位 １０単位

３ 特別支援学校教諭１・２種免許状

(１) 特別支援学校教諭１種免許状･･･特別支援学校教諭２種免許状取得後、特別支援学校で

教員として実務年数３年以上

(２) 特別支援学校教諭２種免許状･･･幼稚園、小学校、中学校又は高等学校教諭免許状取得

後、免許状の当該学校で教員として実務年数３年以上

免許法施行 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 科 目
規則の科

目区分 第１欄 第２欄 第３欄

特別支援教育の 特別支援教育領 免許状に定められる
基礎理論に関す 域に関する科目 こととなる特別支援 選 択 合 計
る科目 教育領域以外の領域

に関する科目

特別支援学校
４単位 １単位 １単位 ６単位

１種

特別支援学校
１単位 ３単位 ２単位 ６単位

２種

特別支援学校
免許状取得の
ための奈良県
認定講習での
開講科目
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４ 栄養教諭１・２種免許状

◎現在学校に勤務している学校栄養職員の場合

(１) 栄養教諭１種免許状･･･管理栄養士免許取得後又は管理栄養士養成課程を修了し栄養士

免許取得後、学校栄養職員としての実務年数が３年以上の場合

(２) 栄養教諭２種免許状･･･栄養士免許取得後、学校栄養職員としての実務年数が３年以上

の場合

栄 養 教 職 合 計

栄養教諭１種 ２単位 ８単位 １０単位

栄養教諭２種 ２単位 ６単位 ８単位

教諭又は養護教諭の普通免許状を有する者は、｢栄養｣に係る教育に関する科目の２単位

のみで免許取得可能

◎栄養教諭２種免許状を有する栄養教諭

（１）栄養教諭１種免許状･･･管理栄養士免許を取得し、２種免許状での実務がある場合

在職期間は１年未満の期間を含む。

栄 養 教 職 合 計

栄養教諭１種 ２単位 ６単位 ８単位
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別記様式１
令和４年度奈良県教育委員会教育
職員免許法認定講習受講申込書

都道府県 学校名
勤務校・職名等

職 名 ＴＥＬ

現 住 所 （TEL ）

（フリガナ） 年齢
氏 名 生年月日 年 月 日

取 得 希 望 教 ［ ］教諭［ ］種免許状・教科［ ］
免 許 状 職 （中学校教諭免許状の場合は教科を記入すること。）

特
特別支援学校教諭［ ］種免許状・領域［ ］支

講座番号 科 目 名 講座番号 科 目 名
受 講 希 望
科 目 名

＊取得希望免許状の基礎となる免許状を記入すること。
・［ ］教諭［ ］種免許状・教科［ ］

取得年月日 年 月 日
所有（基礎）
免 許 状 ・特別支援学校教諭［ ］種免許状・領域［ ］

取得年月日 年 月 日

基礎となる免許状で勤務した年数 年 月(令和4年6月1日現在)
特別支援学級担任経験年数 年 月(令和4年6月1日現在)

＊栄養教諭免許状希望者は、管理栄養士又は栄養士のいずれかを記入。

［ ］免許状 取得年月日 年 月 日

取得希望免許状 科 目 名 単位数 科 目 名 単位数
に関して認定講
習等で既に修得
した科目名及び
単位数
（履修科目がな
い場合は斜線
を引くこと）

奈良県単位台帳登録番号

手話通訳・要約筆記の必要の有無 ( )手話通訳を必要とする ( )要約筆記を必要とする

上記教員の受講を認めます。
令和４年 月 日

学校（園）長名 印

（注）１ 「奈良県単位台帳登録番号」欄は、必ず記入すること。
記入例･･･「あ－３５４」のように記入し、初めて受講する者は「初」と記入すること。

２ 用紙はＡ４縦長の大きさにすること。
３ 手話通訳、要約筆記を必要とする場合は，必要な方に○印をつけること。
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別記様式２

令和４年度奈良県教育委員会教育

職員免許法認定講習受講通知書

勤 務 校 都道府県 学校名

現 住 所

氏 名

取 得 希 望 教 ［ ］教諭［ ］種免許状・教科［ ］

免 許 状 職 （中学校教諭免許状の場合は教科を記入すること。）

特
特別支援学校教諭［ ］種免許状・領域［ ］

支

講座番号 科 目 名 許 可 等

受 講 希 望 ※ 許可 ・ 不許可

科 目 名 ※ 許可 ・ 不許可

※ 令和４年 月 日

奈良県教育委員会事務局

教 職 員 課 長

（注） １ ※欄以外は本人が記入すること。

２ 用紙はＡ４縦長の大きさにすること。
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教 学 第 ７ ０ 号

令和４年５月２６日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長 殿

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度科学の甲子園ジュニア奈良県大会

の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、参加についてよろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

理科、数学等における複数分野の競技に協働して取り組むことを通じて、県内中学生が科学

の楽しさ、面白さを知り、科学と実生活・実社会との関連に気付く。また、科学を学ぶことの

意義を実感できる場を提供することによって、科学好きの裾野を広げるとともに、未知の分野

に挑戦する探究心や創造性に優れた人材を育成する。

２ 期日及び会場

令和４年８月２７日（土）

県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１

３ 参加対象者

県内中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部の生徒

４ 日 程

１０：００～１０：１０ 開会式

１０：２０～１１：３０ 筆記競技（団体戦）

１２：３０～１４：００ 実技競技（団体戦）

１４：３０～１５：００ 講評、閉会式

５ 出場チームの構成員
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（１） 出場チームは中学校（部）第１、２学年の生徒（義務教育学校後期課程、中等教育学

校前期課程にあっては同年次の生徒）で構成する。

（２） 出場チームの員数は、６人とする。

（３） 出場チームは、各校１チームとする。（在籍生徒数が６人に満たない学校を含む場合は、

複数校でのチームの編成を可とする。）

６ 競技の種類

（１） 筆記競技

理科、数学等の複数分野において、実生活・実社会との関連、融合領域に配慮した出題

とし、生徒の修得済みの知識に加えて、競技に必要な新たに示された情報を統合すること

で課題を解決する内容とする。

（２） 実技競技

ものづくりの能力、コミュニケーション能力等を用いて課題を解決する力を競う内容と

する。

７ 競技の形式

６人からなる競技チームを構成し、チーム全員で課題を分担、相談するなど協働して、その

成果を競い合う形式とする。

８ 順位の決定

（１） 筆記競技、実技競技の点数の合計によって優勝チームを決定する。

（２） 優勝チームは、令和４年１２月２日（金）～４日（日）に、兵庫県で開催される全国大

会の出場権を得る。

９ 参加申込み及び問合せ先

（１） 市町村立中・義務教育学校から参加する場合

参加希望校において、別紙様式により参加申込書を作成し、市町村教育委員会を通じて

下記宛てＦＡＸで申し込むこと。

（２） （１）を除く中学校、中等教育学校、特別支援学校から参加する場合

参加希望校において、別紙様式により参加申込書を作成し、下記宛てＦＡＸで申し込む

こと。

〒630－8502 奈良市登大路町３０

県教育委員会事務局学ぶ力はぐくみ課教育統計係

指導主事 山本 昌智子

ＴＥＬ ０７４２－２７－９８３０

ＦＡＸ ０７４２－２７－１０２１

10 参加申込期限

令和４年７月２９日（金）

11 その他
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（１） 会場へは当該学校の教員が生徒を引率すること。

（２） 参加者は、直定規、コンパス、はさみ及び昼食を持参すること。

（３） 新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、日程等を変更又は中止する場合

がある。その場合は、担当教員宛て別途連絡する。
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別紙様式

令和 年 月 日

奈良県教育委員会事務局

学ぶ力はぐくみ課長 殿

学 校 名

学校長名

令和４年度科学の甲子園ジュニア奈良県大会参加申込書

１ 担当教員

氏名 電話番号 メールアドレス（※）

２ 参加生徒

氏名 フリガナ 学年

※ 本書による申込みを受理した旨、令和４年８月５日（金）までに担当教員宛て電子メールに

て通知します。
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教 学 第 ７ ３ 号

令和４年５月２６日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 小 ・ 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長 殿

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度第１学期奈良県算数数学教育研究発表会

の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いし

ます。

記

１ 趣 旨

学習指導要領のねらいの一層の実現を図るため、算数・数学教育の指導内容や指導方法につ

いての研修を深め、指導力の向上に資する。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県算数数学教育研究会

３ 期日及び会場

令和４年６月１６日（木）

県立教育研究所

磯城郡田原本町秦庄２２－１

４ 参加対象者

県内小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小・中学部の

教員

５ 日 程

(１) 小学校部会
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１３：１５～１３：３０ 開会行事

１３：３０～１４：１０ 研究発表

１４：２０～１５：３５ 令和３年度算数テストの結果と考察及び指導事例報告

１５：３５～１５：４０ 閉会行事

(２) 中学校部会

１３：１５～１３：３０ 開会行事

１３：３０～１５：３５ 研究発表

１５：３５～１５：４０ 閉会行事

６ 内 容

(１) 小学校部会

ア 研究発表

研 究 内 容 及 び 発 表 者 指 導 助 言 者

「三年生の三角形と角」 奈良教育大学

生駒市立鹿ノ台小学校 吉田 充秀 准教授 舟橋 友香

イ 令和３年度算数テストの結果と考察及び指導事例報告

報 告 者 指 導 助 言 者

＜低学年部会＞

１年生 天理大学

葛城市立當麻小学校 矢野 奈都美 教授 上田 喜彦

２年生

大和郡山市立片桐小学校 平野 健太

＜中学年部会＞

３年生 県立教育研究所教育情報

五條市立北宇智小学校 田村 幸寛 化推進部 学習指導係

４年生 指導主事 有留 正樹

上牧町立上牧小学校 酒居 敬吾

＜高学年部会＞

５年生 奈良教育大学

葛城市立忍海小学校 当广 修平 准教授 舟橋 友香

６年生

御所市立葛城小学校 原田 龍二
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(２) 中学校部会

研究発表

研 究 内 容 及 び 発 表 者 指 導 助 言 者

「ＩＣＴ機器を活用した授業実践」

東海大学付属大阪仰星高等学校中等部 県教育委員会事務局

阿部 守勝 学ぶ力はぐくみ課

「学習指導要領における小中連携」 指導主事 山本 洋介

天理市立北中学校 西田 直史

７ 参加申込み

（１） 令和４年６月１３日（月）までに、下記の参加申込フォームに必要事項を入力し、送信

すること。

【参加申込フォーム】

ＵＲＬ https://forms.gle/fSRdA11UYNGBRt6f7

※右記ＱＲコードからもフォームへのアクセスが可能

（２） 問い合わせ先

小学校 香芝市立真美ヶ丘西小学校 教諭 菊谷 勝哉

ＴＥＬ：０７４５－７７－５８８８

中学校 御所市立葛中学校 教諭 川本 崇人

ＴＥＬ：０７４５－６７－０１０８
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教学第 8 7 号

令和４年５月26日

各市町村教委教育長

各 幼 稚 園 長
殿

各認定こども園長

各 保 育 所 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度「奈良県幼児の運動能力等実態調査」

調査実施園の募集について（通知）

このことについて、下記により募集しますので、応募についてよろしくお願いします。

記

１ 調査目的

幼児の運動能力等の実態を調査分析し、幼児身体づくりの推進に資する。

２ 調査対象

県内公立幼稚園、認定こども園、保育所(園)、国立幼稚園、私立幼稚園の５歳児

３ 調査方法

調査要領により、行う。

４ 調査項目

【４種目】①２５メートル走又は往復走

②テニスボール投げ

③立ち幅跳び

④両足連続跳び越し

５ 調査期間

令和４年６月13日(月)から１１月25日(金)まで

６ 申込み方法

令和４年６月８日(水)までに、下記の参加申込フォームに必要事項を記入し、送信するこ

と。
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【参加申込フォーム】

・いいネットならアカウントを所有している園所

ＵＲＬ：https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSesQnQqucfOKOGbCI0elO0z2DR0

V-SHPkoZmhZbZ9PHWCx1Yg/viewform?usp=sf_link

ＱＲコード：

・いいネットならアカウントを所有していない園所

ＵＲＬ：https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeFlQffzWXz-F_8cYT_ervEkcL7

Q9pqrVp6qJIP5ETNXPqq8A/viewform?usp=sf_link

ＱＲコード：

※上記ＱＲコードからもフォームへアクセスが可能

７ その他

（１）調査方法については、別途連絡する。

（２）調査実施園所については、調査で使用する物品（テニスボール５個 積み木１０個）を

貸与する。
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教 学 第 ８ ８ 号

令和４年５月２６日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長 殿

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度奈良県中学校理科教育研究会

研究総会の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いし

ます。

記

１ 趣 旨

生徒が主体的に取り組む学習を目指した授業の研究及び研究発表を通して、教員の指導力

の向上を図り、併せて理科教育の振興・充実に役立てる。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県中学校理科教育研究会

３ 期日及び実施方法

令和４年６月７日（火） オンライン開催

４ 参加対象者

県内中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部の教

員

５ 日 程

１２：２０～１２：２５ 日程説明

１２：２５～１３：３５ 総 会
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１３：４５～１４：３５ 公開授業

１４：４５～１５：１５ 研究協議

１５：２０～１５：５０ 指導助言とまとめ

１５：５０～１６：００ 閉会行事

６ 内 容

（１） 公開授業

学 年 単 元 名 指 導 者

第１学年 身のまわりの物質 葛城市立新庄中学校 本郷 仁章

第２学年 生物の体のつくりとはたらき 葛城市立新庄中学校 熊谷 敏丈

（２） 研究協議

協議題 奈良県公立高等学校入学者選抜学力検査問題と中学校における理科教育につい

て

（３） 指導助言

奈良教育大学 教授 森本 弘一

奈良教育大学 教授 石井 俊行

県教育委員会事務局高校の特色づくり推進課 指導主事 上嶋 康彦

県教育委員会事務局学ぶ力はぐくみ課 指導主事 山本 昌智子

７ 参加申込み

令和４年６月６日（月）までに、下記の参加申込フォームに必要事項を入力し、送信する

こと。

【参加申込フォーム】

ＵＲＬ https://forms.gle/Y3KHafzGhPkehxhW9

※ 右記ＱＲコードからも参加申込フォームへのアクセスが可能

８ その他

（１） オンラインでの参加方法等については、別途、奈良県中学校理科教育研究会を通じ

て連絡をする。

（２） 本会はライブ配信のため、視聴は上記の時間帯のみとする。

（３） 配信動画の録画を禁止する。

（４） 問合せ先

天理市立北中学校 教諭 竹花 彰太

ＴＥＬ ０７４３－６５－０１１７
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教 学 第 ８ ９ 号

令和４年５月２６日

各市町村教委教育長

殿
各 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度における教科書展示会の開催について（通知）

このことについて、別表のとおり実施する予定ですので、関係者にお知らせくださるとともに、

教科書研究についてよろしくお願いします。

ただし、各地域の事情により開催できない場合が考えられますので、事前に各教科書展示会場

までお問い合わせください。
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〔別表〕

令和４年度 奈良県教科書展示会 開催場所等一覧
地区 開催場所 所在地 教科書の種類 開催期間

電話番号

第１ 奈良市保健所・教育総合センター 奈良市三条本町13-1 小・中・特 ６月１日
０７４２－３６－０４０１ ～７月31日

第２ 大和郡山市立図書館 大和郡山市北郡山町211-3 小・中 ６月16日
０７４３－５５－６６００ ～７月11日

第３ 生駒市図書館 生駒市辻町238 小・中 ６月14日
０７４３－７５－５０００ ～７月11日

第４ トーク安堵カルチャーセンター 生駒郡安堵町大字東安堵879番地 小・中 ６月14日
０７４３－５７－２０３３ ～７月11日

第５ 天理市教育総合センター 天理市勾田町109-1 小・中 ６月14日
０７４３－６３－０３１６ ～７月11日

第６ 山添村立やまぞえ小学校 山辺郡山添村春日1770-1 小・中 ６月14日
０７４３－８５－０２００ ～７月11日

第７ 宇陀市立中央図書館 宇陀市榛原萩原2610-1 小・中 ６月14日
０７４５－８２－４７４９ ～７月11日

第８ 曽爾村旧曽爾小学校 宇陀郡曽爾村大字長野62番地 小・中 ６月14日
０７４５－９４－２１０４ ～７月11日

第９ 橿原市役所分庁舎 橿原市内膳町1-1-60 小・中 ６月10日
０７４４－４７－２９２４ ～７月13日

第10 桜井市立図書館 桜井市河西31 小・中 ６月14日
０７４４－４４－２６００ ～７月11日

第11 県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄22-1 小・中・高 ６月14日
０７４４－３３－８９００ ・特 ～７月11日

三宅町文化ホール 磯城郡三宅町伴堂689 小・中 ６月14日
０７４５－４４－３０７９ ～７月11日

川西町教育委員会事務局 磯城郡川西町結崎32-1 小・中 ６月20日
０７４５－４４－２６８４ ～７月15日

第12 大和高田市立図書館 大和高田市西町1-45 小・中 ６月14日
０７４５－５２－３４２４ ～７月11日

第13 五條市立図書館 五條市本町1-1-5 小・中 ６月14日
０７４７－２２－４１３３ ～７月11日

第14 御所市立図書館 御所市13 小・中 ６月14日
０７４５－６５－２５８０ ～７月11日

第15 香芝市民図書館 香芝市藤山1-17-17 小・中 ６月14日
０７４５－７７－１６００ ～７月10日

第16 葛城市立新庄図書館 葛城市南藤井70-1 小・中 ６月14日
０７４５－６９－４６４６ ～７月11日

第17 広陵町立図書館 北葛城郡広陵町三吉396-1 小・中 ６月14日
０７４５－５５－４９４６ ～７月11日

第18 吉野町中央公民館 吉野郡吉野町上市133番地 小・中 ６月14日
０７４６－３２－０１９０ ～７月11日

川上村立川上中学校 吉野郡川上村人知270 小・中 ６月14日
０７４６－５２－００１４ ～７月11日

十津川村立十津川第一小学校 吉野郡十津川村小原707 小・中 ６月14日
０７４６－６２－００３４ ～７月11日

下北山村立下北山村小中学校 吉野郡下北山村池原600 小・中 ６月14日
０７４６８－５－２１４０ ～７月11日

野迫川村山村振興センター 吉野郡野迫川村大字北股97-2 小・中 ６月14日
０７４７－３７－２１０１ ～７月11日



- 24 -

教 研 第１２８号

令和４年５月２６日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 学 校 （ 園 ） 長
殿

奈良県教育委員会教育長

令和４年度奈良県立教育研究所“教育セミナー２０２２”

(創立３０周年記念)

～次世代の子どもたちの学びのために～の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教職員へ周知するとともに、参加につ

いてよろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

１人１台端末、電子黒板を活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、有識者に

よる講演会を実施するとともに、指導主事、長期研修員等が行った調査研究成果等の報告を通

して、県内教育関係者等の理解を深める機会とする。

２ 対象者

①県内教育関係者（「いいネットなら」のアカウント所持者）

②教育に関心のある方（①以外）

３ 日 時

第１部（集合型及びZoomによるライブ配信）

令和４年７月２２日（金）１３：００～１６：３０

第２部（オンデマンド型）

令和４年７月２２日（金） ～ 令和４年８月２２日（月）

（集合型 Google for Education 特別研修講座）

令和４年７月２５日（月）、令和４年８月５日（金）

４ 会 場

第１部及び第２部(Google for Education 特別研修講座)
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奈良県立教育研究所 磯城郡田原本町秦庄２２－１

５ 内容及び参加対象

内容 参加対象

第１部

（集合型・ライブ配信） 創立30周年記念式典
①及び②

全体講演

研究発表

第２部

（オンデマンド型） 授業実践動画等
①

（集合型） Google for Education

特別研修講座

６ 参加申込み

奈良県立教育研究所のＷebサイトから、申込フォームにより申し込む。

締切：令和４年７月１２日（火）正午

令和４年７月１９日（火）にメールにて、①の申込者にはClassroomへの招待リンクを、②

の申込者にはZoomの参加ＵＲＬを送付する。

７ 内容及び日程

＜第１部＞集合型及びZoomによるライブ配信

１３：００～１３：３０ 開会行事、創立３０周年記念式典

１３：４０～１５：１０ 全体講演

講師：国際大学グローバル・コミュニケーション・センター

准教授 豊福 晋平 氏

演題：「２０３０年代に向けたデジタル学習論」

～教育ＤＸとデジタルシティズンシップ～

１５：２５～１６：２５ 令和３年度奈良県教育委員会指定研究員 研究発表

①算数科における１人１台端末の活用の在り方や有効性に関する

研究

－学びの振り返り場面での児童の学習感想に焦点を当てて－

奈良市立都跡小学校 教諭 河内 康展

②中学校国語科における１人１台端末の有効活用

－考えを深める場面での活用を中心に－

吉野町立吉野中学校 教諭 東 実樹

１６：２５～１６：３０ 閉会行事

＜第２部＞
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(１) Classroomによるオンデマンド型動画配信 ※第１部終了後公開

ア 奈良県立教育研究所研究協力校等におけるＩＣＴを活用した授業実践動画

イ 電子黒板活用紹介動画

ウ 大学院研修研究報告動画

・心理検査におけるアセスメントに基づいた実用可能性の高い支援モデルの提案

－通常の学級に在籍する児童の行動に焦点をあてて－

奈良県教育委員会事務局特別支援教育推進室

特別支援教育巡回アドバイザー 斧田 真希

・学級担任による学級指導の調整と生徒の適応の関連

－年間を通した「集団」と「個」への指導に着目して－

葛城市教育委員会事務局学校教育課

主幹 札辻 リカ

・開発的教育相談の取組と教育相談体制の在り方について

－「総合的な探究の時間」における人間関係形成能力の育成－

奈良県教育委員会事務局高校の特色づくり推進課

指導主事 川﨑 敦子

(２) Google for Education 特別研修講座 集合型研修 ※教育セミナー参加者から別途

申込みを受け付ける。

ア 令和４年７月２５日（月）

１３：３０～１６：００ Google Workspace 操作スキルアップ研修

イ 令和４年８月５日（金）

１３：３０～１６：００ Google Workspace 活用力向上研修

８ そ の 他

・参加対象の①に対しては、Zoomの参加ＵＲＬをClassroom内にて知らせる。

・第１部の集合型には定員があるため、申込者多数の場合は先着順とする。

・第２部の動画は、令和４年８月２２日（月）までClassroom内で公開する。

・本セミナーに参加する環境等は各自で準備すること。また、参加に係る通信費等について

も、奈良県立教育研究所は負担しない。

９ 問合せ先

奈良県立教育研究所 教育情報化推進部 学習指導係

ＴＥＬ：０７４４－３３－８９０３
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教 研 第 １ ３ ３ 号

令和４年５月２６日

各市町村教委教育長

殿

各 学 校（園）長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度「不登校『ほっ』とネット」の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係者の参加についてよろしくお願いし

ます。

記

１ 趣 旨

県内の幼児児童生徒の保護者や教育関係者が、この「不登校『ほっ』とネット」を通して、

専門家による講演及び指導助言から学ぶとともに、相互のつながりを築き、不登校幼児児童

生徒への関わり方について考える。

２ 日時及び会場

令和４年７月２４日（日）１３：００～１６：００ 県立教育研究所

３ 参加対象者

県内の幼児児童生徒の保護者、教員、教育関係者等

４ 内 容

講演・情報交換会

Ａ 小学生への理解と支援

指導助言者 関西学院大学 教授 山本 健治 氏

Ｂ 中学生への理解と支援

指導助言者 天理大学 教授 千原 雅代 氏

Ｃ 高校生への理解と支援

指導助言者 立命館大学 教授 春日井 敏之 氏
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地域別懇談会

Ｄ 県北部

Ｅ 県中部

Ｆ 県南部

※ 参加希望の郡市がどのエリアに該当するかは当日の配布資料で確認すること。

５ 参加申込み

下記のフォームに必要事項を入力し、送信すること。

【参加申込フォーム】

ＵＲＬ https://forms.gle/6SxFgjFaQZWh95Gt6

※ 右記ＱＲコードからも、参加申込フォームにアクセスが可能

または、はがきに氏名、電話番号、希望の講演（校種）、地域別懇談会の参加可否（参

加の場合は希望の郡市名）、メールアドレスを記載し下記係宛てに郵送する。もしく

は電話で下記係に上記の事項を伝えること。

※ いずれの申込み方法でも、登録したメールアドレスがnoreply＠e-net.nara.jpか

らのメールを受け取れるよう受信設定すること。

※ 申込期限：令和４年７月１５日（金）

６ 問い合わせ先

〒636-0343 磯城郡田原本町秦庄２２－１

県立教育研究所 教育支援部 相談係

ＴＥＬ ０７４４－３３－８９０４

ＦＡＸ ０７４４－３２－９５０６

ホームページ http://www.e-net.nara.jp/kenkyo/

７ その他

県内の新型コロナウイルス感染症の状況により、開催方法等を変更又は中止する場合がある。

その場合は、県立教育研究所のホームページへの掲載及び登録されたメールアドレスへの送信

により通知する。
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教 研 第 1 3 4 号

令和４年５月26日

各市町村教委教育長

殿
各公立学校（園）長

奈良県教育委員会教育長

家庭教育支援講師の情報提供について（通知）

このことについて、別表のとおり講師の情報提供を行いますので、家庭教育に関する研修に

つきまして積極的な活用をお願いします。

記

１ 目 的

保護者や教職員その他の家庭教育関係者が抱える家庭教育に関する課題を解決し、家庭教

育が一層充実したものになるための支援を行うため、家庭教育の各分野において識見と経験

に富む人材を登録し、情報の提供を行う。

２ 講師情報を利用する際の事務手続き等

講演等を希望する講師について、講演等の主催者は、＜別添＞「家庭教育支援講師情報を

利用する際の事務手続きについて」及び＜別表＞「令和４年度家庭教育支援講師名簿」に基

づき、教育研究所長宛て＜別紙＞「家庭教育支援講師紹介依頼書」で申し込むこと。

３ 経費について

講演等に係る経費は、全て講師依頼者の負担とする。

４ 問い合わせ先

教育研究所教育経営部教育企画係 北

ＴＥＬ ０７４４－３３－８９０２（直通）
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＜別添＞

家庭教育支援講師情報を利用する際の事務手続きについて

１ 講師の依頼

(1) 講演等を希望する講師について、講演等の主催者（以下「主催者」という。） は、＜

別添＞「家庭教育支援講師情報を利用する際の事務手続きについて」及 び＜別表＞「令和

４年度家庭教育支援講師名簿」に基づき、教育研究所長宛て ＜別紙＞「家庭教育支援講師

紹介依頼書」で申し込む。

(2) 教育研究所からの講師紹介を受け、主催者は、下記２「依頼の際の配慮事項」 に基

づき、講師に講演等の依頼を行う。

(3) 主催者は、日程決定後、教育研究所に報告する。

２ 依頼の際の配慮事項

(1) 講師依頼者は、主催者として、講演の日程調整及び内容の調整・企画等につ いて、

責任をもって対応すること。

(2) 講演等に係る経費は、全て講師依頼者の負担とする。

ただし、別途定める「へき地学校に係る家庭教育支援事業実施要領」に基づ いて、

奈良県教育委員会と共催で実施することが承認されたものについてはこ の限りでない。

３ 事後アンケートへの協力

主催者は、本事業を効果的で有意義なものとするため、アンケートに協力する ものとす

る。

アンケートは、教育研究所のWebサイト「教育実践―家庭教育」からダウンロ ードし、郵送

又は電子メールで下記連絡先まで送付すること。

連絡先

奈良県立教育研究所教育経営部教育企画係 北

〒６３６－０３４３ 磯城郡田原本町秦庄２２－

１

ＴＥＬ ０７４４－３３－８９０２
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番号 氏 名
所属・資格等 専門分野

講演・指導等の内容

遊戯療法（プレイセラピー）の理論とその実際

解決志向アプローチ（ＳＦＡ）の理論とその実際

博士（学校教育学） 応用行動分析学の理論ろその実際

日本ピア・サポート学会会長 特別な支援を必要とする子どもへの関わり方とその

元 国立大学法人奈良教育大学大学院 教授 実際

いじめ、不登校問題と発達支援

多様性（ダイバーシティ）の理解と人権教育
１ 池島 徳大

心理劇（サイコドラマ）の理論と方法

いけじま と くひろ

・心理臨床の専門家から子育てのヒント（理論と実践）を学ぶ

―アクスラインの遊戯療法（プレイセラピー）の基本原理に焦点をあてて

・非認知能力を高める子育てが、今なぜ必要とされてきているのか

・「これからの時代を生きていく私たちに必要なこと」について語り合いましょう

・今、ピア・サポートやピア・メディエーション（仲間による調停）の考え方がなぜ必要とされてきているのでし

ょうか

情報モラル、情報リテラシー
NPO法人 奈良地域の学び推進機構 理事

子育て支援
京都府警察 ネット安心アドバイザー

SNS、Web情報発信

・小学校

2 石川 千明
親子で考えよう！インターネット・スマートフォン安全教室いしかわ ち あ き

・小中、高等学校

インターネット・スマートフォン安全教室

・保護者、地域向け

GIGAスクール時代の子どもたちに大人ができること

・教員向け

GIGAスクール時代の子どもの現状と対策～実例から考える、学校での取組～

※オンライン講座（zoom、google meet、Webex、Teams、YouTube配信）対応可

帝塚山大学現代生活学部食物栄養学科 准教授

管理栄養士 公衆栄養学

健康運動指導士

3 岩橋 明子
いわはし あ き こ

・幼児期の食生活

・学童期の食生活

・思春期の食生活

かきくけこーじーの体育あそび教室 代表 体育あそび

４ 小嶋 洋平
こ じ ま ようへい

子どもの体力向上
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番号 氏 名
所属・資格等 専門分野

講演・指導等の内容

保育方法
常磐会短期大学 教授

子どもの人権と保育

５ 卜田 真一郎
し め だ しんいちろう

・子どもの遊び

・乳幼児期の集団づくり

・多様性を尊重する保育

（公社）全国人権教育研究協議会 監事 人権

奈良県人権教育研究会顧問 子育て

6 中村 衛
なかむら まもる

・子どもの自尊感情を高める

・子どもの人権感覚の醸成

・人権を大切にした子育て

運動教室「わんぱくキッズ」代表
幼児・小学生の運動指導（未就園児可）

株式会社codomo 代表取締役

7 西本 達郎
にしもと たつろう

幼児・小学生の運動指導（未就園児可）

※オンラインでの指導可

親子あそび 体育あそび 工作あそび 自然あそ

び

なんでもあそびデザイン（福祉・教育等の研修用ゲ レクリエーション（理論・実践）

ームの作成） 代表 野外活動 青少年活動 環境教育

コミュニケーションワーク

グループワークトレーニング

障害のある青少年のキャリア教育

8 橋本 高志
はしもと た か し

・親子で楽しむ体育あそび・工作あそび・自然あそび

・父親向け育児あそび教室・子どもとふれあいあそび

・ふれあいコミュニケーション講座・青少年活動・ボランティア活動

・野外活動の理論・実践

・レクリエーション理論・運営法・実践

・親子のコミュニケーション

・将来の夢

小児神経

大阪大学大学院連合小児発達学研究科 神経発達

小児発達神経学 准教授 発達障害

9 毛利 育子 睡眠
も う り い く こ

・発達障害

・睡眠

・睡眠障害
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番号 氏 名
所属・資格等 専門分野

講演・指導等の内容

子育て

コミュニケーション

女性の生き方
フェリアン（心理相談機関） 講師

子育て支援
CAP（子どもへの暴力防止）スペシャリスト

ストレスマネジメント
奈良県児童虐待防止ネットワーク「きずな」幹事

虐待防止

怒りのコントロール

人権（子ども・女性）
10 森﨑 和代

もりさき か ず よ

・子どもの気持ちに寄り添う子育て～発達心理から学ぶ～

・ストレスと上手に付き合おう～心身を健康に保つヒント～

・子育てストレスと向き合うために

・我が子の成長に惑ったら～ピンチはチャンスかも！？～

・思春期の子どもに寄り添うために

・更年期とうまく付き合うために

・子どもにキレてしまいそうなとき～子育て中の怒りをコントロールしよう～ など

※オンライン講座対応可

奈良ＹＭＣＡ 心理カウンセラー 臨床心理士 親子の心理的な関係の問題

「心のフリースクール」チーフスタッフ・カウンセリング うつ

11 山田 静代
や ま だ し ず よ

・教師のストレス

・クラス運営

・子どもの問題は、子どもが困っている問題

「会話の泉」事務局長
気持ちを大切にするコミュニケーション

コミュニケーション・サポーター

・子育て ・ボランティア養成

12 横山 由紀子 ・ピア・メディエーション ・リーダー養成
よこやま ゆ き こ

・ＨＳＣの育て方 ・地域活動の円滑化

・就職活動 ・シニアコミュニケーション

・アサーション ・人材育成

・聴く力 ・ハラスメント研修

・人間関係改善 ・ＨＳＰが自分らしく生きるコツ



- 34 -

＜別紙＞

家庭教育支援講師紹介依頼書

令和 年 月 日

教育研究所長 殿

学校園名

校園長名

（団体代表者名）

担当者 職名 氏名

電話番号（ ）

このことについて、下記のとおり申し込みます。

記

希望講師名

希 望 日 令和 年 月 日（ ） 時 分～ 時 分

実 施 場 所

講演テーマ

及び概要

参加対象者 教職員 ：（ ）名 合計

及び 保護者 ：（ ）名 （ ）名
参加予定人数 その他※（ ）：（ ）名

※教職員、保護者以外の参加者のある場合は、（ ）内に具体的に記入してください。

（教育研究所記入欄）


